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事事事事    業業業業    効効効効    果果果果    
 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み    
 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

    

    

    

    

    

 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 

「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

    

    

事業名 区長会と協働した高齢者交通事故防止事業 

事業主体 

（連絡先） 

小諸交通安全協会 

（小諸市八幡町３－３－９） 

事業区分 (4) 安全・安心な地域づくりに関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 ５９２，６８０円（うち支援金： ４４４，０００  円） 

① 交通安全に対する住民の意識

付けの普及 

② 高齢者の交通安全思想の定着 

③ 夕暮れ時から夜間の交通事故

防止 

※自己評価【    ＡＡＡＡ    】 

【理由】 

・大勢の皆さんに参加してもらい

交通安全思想の定着が図れた。 

・高齢者の交通事故が 11 件(18％)

減少した。 

【【【【交通安全教室】交通安全教室】交通安全教室】交通安全教室】    

    【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】    

① 区長をはじめ地域住民の交通安全意識の普及がはか

られた。 

② 交通安全教室や家庭訪問を通して、高齢者の交通安

全思想が定着された。 

③ 高齢者事故が 51 件（－11 件）と減少した。 

「ケガやそれを引き起こす事故などは偶然起こるの

ではなく、予防することができる」というセーフコミュ

ニティの理念のもと、安全安心して暮らすことができる

まちづくりを区長会と協働して実現するため、夜間の高

齢者交通安全教室や高齢者宅家庭訪問を行った。 

 ・ 夜間の高齢者交通安全教室は、各区長に参加者を

募り小学校の通学区ごとに３回実施。参加者 750 人 

 ・ 高齢者宅家庭訪問は、区の役員の参加を得て、季

別の安全運動期間を重点に４回実施。実施数 870 人 

小学校の通学区ごとに行っている夜間の交通安全教室は、区長会との協働を得ながら継続し、

更なる交通安全意識の普及を図るため、高齢者宅家庭訪問に小学生の参加を得て実施したい。 


